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久留米市では、様々なデータを活用し各領域をカバーしている。 

 0～14 歳 15 歳～64 歳 65 歳以上 

死

亡 
 

  

重

症 

   

中

症 

   

軽

症 

   

ヒ
ヤ
リ
体
験 

   

 

外傷サーベイランスを構成するデータについては、持続可能なシステムにするために、次のと

おり継続的なデータ収集の計画を立て収集・記録している。 

№ 
データの名称 

       （収集先） 

内容 

（収集頻度） 

活用する対策委員会 

交通 
児童
虐待 

学校 高齢者 防犯 ＤＶ 自殺 防災 

① 
人口動態統計 死亡に関する情報 

（毎年） 
●   ●   ●  

（厚生労働省） 

② 
救急搬送データ けがや事故による救急搬送の情報 

（毎年） 
●  ● ●   ●  

（久留米広域消防本部） 

③ 
警察統計 交通事故や犯罪に関する情報 

（毎年） 
●  ●  ●    

（久留米警察署） 

④ 
災害給付制度データ 学校のけがや事故に関する情報 

（毎年） 
  ●      

(日本スポーツ振興センター)

⑤ 
久留米市民意識調査 けがや事故、犯罪、災害等への意

識に関する情報（5 年に 1 回） 
● ● ● ● ● ● ● ● 

（久留米市） 

⑥ 
久留米市の SCに関する実態調査 けがや事故及び SC の取組に関す

る情報（5 年に 1 回） 
● ● ● ● ● ● ● ● 

（久留米市） 

①人口動態統計 

③警察統計 

②救急搬送データ 

 

⑥久留米市の SC に関する実態調査 

⑤久留米市民意識調査 

④日本スポーツ振興センター 
災害給付制度データ 
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【個別データ】 

№ 
データの名称 

       （収集先） 
内容・収集頻度 

活用する対策委員会 

交通 
児童
虐待 

学校 高齢者 防犯 ＤＶ 自殺 防災 

1 
自転車駐車場利用者アンケート 自転車安全利用に関する情報 

（毎年） 
●        

（久留米市） 

2 
家庭子ども相談課相談記録 児童虐待発生や相談に関する情報 

（毎年） 
 ●    ●   

（久留米市） 

3 
児童相談所相談記録 児童虐待発生や相談に関する情報 

（毎年） 
 ●       

（福岡県） 

4 
児童生徒の問題行動に関する調査 いじめの発生・解決件数等に関す

る情報（毎年） 
  ●      

（文部科学省） 

5 
あんぜんアンケート 小学生の安全に対する意識に関

する情報（毎年） 
  ●      

（久留米市） 

6 
高齢者実態調査 高齢者の転倒や虐待に関する認

識等に関する情報（3 年に 1 回） 
   ●     

（久留米市） 

7 
長寿支援課記録 高齢者虐待の発生や相談に関する情報  

（毎年） 
   ●     

（久留米市） 

8 
市政アンケートモニター 体感治安や市政への意向・ニーズ

に関するアンケート（毎年） 
    ●    

（久留米市）

9 
男女平等に関する市民意識調査 ＤＶや男女平等に対する意識に

関する情報（5 年に 1 回） 
     ●   

（久留米市） 

10 
男女平等推進センター記録 ＤＶ発生や相談に関する情報 

（毎年） 
     ●   

（久留米市） 

11 
自殺の原因・動機別データ 自殺について原因や動機別に表

した統計データ（毎年） 
      ●  

（警察庁） 

12 
保健予防課記録 精神保健相談等に関する情報 

（毎年） 
      ●  

（久留米市） 

13 
防災対策課記録 自主防災活動等に関する情報 

（毎年） 
       ● 

（久留米市） 
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（１）外的要因による死亡者数（人口動態統計） 

久留米市の外的要因による死亡者数は、ほぼ横ばいで推移しており、人口 10 万人あたりの死亡者

数は、全国や福岡県を上回っています。 
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162 
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福岡県(人口10万人対) 全国(人口10万人対)
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（２）年齢階級別の死亡原因上位（福岡県保健統計年報、H27～R1 の 5 年間の累計） 

（）内は人数 

 
 

 

  

年齢層 １位 ２位 ３位 ４位 ５位

0～9歳 染色体異常等(14) その他(8) 感染症等(3)
周産期に発生した

病態(3)

新生物ʬ腫瘍ʭ/インフ

ルエンザ/不慮の溺死及

び溺水(2)

10～19歳 自殺(12) 不慮の事故(4) 新生物ʬ腫瘍ʭ(4) 神経系の疾患(2)

20～29歳 自殺(27) 不慮の事故(7) 新生物ʬ腫瘍ʭ(7) その他の外因(4) 心疾患(3)

30～39歳
新生物ʬ腫瘍ʭ

(27)
自殺(23) 不慮の事故(6) 脳血管疾患(6) その他の症状(4)

40～49歳
新生物ʬ腫瘍ʭ

(124)
自殺(41) 脳血管疾患(28)

消化器系の疾患

(17)
不慮の事故(14)

50～59歳
新生物ʬ腫瘍ʭ

(255)
自殺(49) 脳血管疾患(45) 心疾患(36)

消化器系の疾患

(35)

60～69歳
新生物ʬ腫瘍ʭ

(846)
心疾患(119) 脳血管疾患(96)

消化器系の疾患

(84)

その他の呼吸器系

疾患(64)

70～79歳
新生物ʬ腫瘍ʭ

(1,320)
心疾患(234) 脳血管疾患(193) 肺炎(182)

その他の呼吸器系

疾患(159)

80～89歳
新生物ʬ腫瘍ʭ

(1,652)
心疾患(678) 肺炎(489) 脳血管疾患(474)

その他の呼吸器系

疾患(441)

90歳以上 心疾患(670) 老衰(654)
新生物ʬ腫瘍ʭ

(602)
肺炎(433) 脳血管疾患(381)
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（３）死亡統計における不慮の事故等のデータ（人口動態統計、H28～R2 年の 5 年間の累計） 

①年齢層別 不慮の事故等による死亡の上位５位 

 10～69 歳の自殺の件数は他の要因と比較して特に多い。 

 また、高齢になるほど溺死･溺水、転倒･転落、窒息による死亡が多い。 

（）内は人数 

 

 

過去の累計と比較すると、全体的に交通事故による死亡が減少している。また、10 歳代の自殺、60

歳以上の溺死・溺水、80 歳以上の転倒・転落による死亡が増加している。 

  

年齢層 １位 ２位 ３位 ４位 ５位

0～9歳 溺死･溺水(2) 転倒･転落(1)

10～19歳 自殺(13) 交通事故(2) 転倒･転落(1)

20～29歳 自殺(23) 交通事故(7) 転倒･転落(1)

30～39歳 自殺(30) 溺死･溺水(3) 交通事故(1) 転倒･転落(1) 窒息(1)

40～49歳 自殺(43) 転倒･転落(4) 窒息(4) 交通事故(3)
溺死･溺水/煙･火/中

毒/その他不慮の事故

(1)

窒息(3)

中毒(3)

60～69歳 自殺(39) 溺死･溺水(21)
その他不慮の事故

(12)
窒息(10) 交通事故(9)

70～79歳 溺死･溺水(52) 自殺(31) 窒息(24)
その他不慮の事故

(16)
転倒･転落(13)

80～89歳 溺死･溺水(83)
その他不慮の事故

(34)
転倒･転落(33) 窒息(33) 自殺(24)

合計 自殺(258) 溺死･溺水(194) 転倒･転落(106) 窒息(100)
その他不慮の事故

(87)

自殺(5)

50～59歳
その他不慮の事故

(4)
交通事故(5) 溺死･溺水(4)自殺(50)

その他不慮の事故

(20)
窒息(24)溺死･溺水(28)転倒･転落(45)90歳以上
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平成 25 年認証申請書より（人口動態統計、H19～23 年の５年間の累計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年齢層 １位 ２位 ３位 ４位 ５位

0～9歳 溺死･溺水(2) 交通事故(1)

10～19歳 自殺(8) 交通事故(5) 転倒･転落(1)

20～29歳 自殺(38) 交通事故(7) 溺死･溺水(4) 煙・火(1)

30～39歳 自殺(59) 交通事故(6) 中毒等(4) 転倒･転落(2) 他殺(1)

40～49歳 自殺(59) 交通事故(6) 中毒等(3) 溺死･溺水(2) 転倒･転落(1)

60～69歳 自殺(56) 溺死･溺水(14) 交通事故(12) 窒息(10) 転倒･転落(7)

70～79歳 溺死･溺水(44) 自殺(40) 窒息(26) 転倒･転落(25) 交通事故(17)

80～89歳 溺死･溺水(55) 窒息(22)
その他不慮の事故

(28)
転倒･転落(24) 自殺(21)

合計 自殺(369) 溺死･溺水(143) 窒息(115) 転倒･転落(88) 交通事故(84)

交通事故(6)

その他不慮の事故

(6)

90歳以上 転倒･転落(23) 溺死･溺水(11)窒息(22)
その他不慮の事故

(8)

50～59歳 自殺(86) 交通事故(13) 溺死･溺水(4) 窒息(7)
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②［男性］不慮の事故、自殺による死亡数 

 80 歳代の件数が最も多く、要因として溺死･溺水の件数が多い。 

10～60 歳代は、自殺の件数が最も多い。 

 70 歳以上は、溺死･溺水、窒息、転倒･転落の件数が多くなる。 

 

0～9 10～19 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～79 80～89 90～

他殺 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

自殺 0 9 15 20 34 36 26 20 16 2

その他不慮の事故 0 0 0 0 1 4 8 12 26 11

中毒 0 0 0 0 1 3 0 0 0 1

煙・火 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0

窒息 0 0 0 1 4 2 5 13 17 6

溺死・溺水 1 0 0 3 0 3 13 25 41 11

転倒・転落 0 0 1 1 4 1 5 10 20 13

交通事故 0 2 7 1 2 4 6 3 9 1

0

20

40

60

80

100

120

140

交通事故 転倒・転落 溺死・溺水 窒息 煙・火 中毒 その他不慮の事故 自殺 他殺
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③［女性］」不慮の事故、自殺による死亡数 

 70 歳代以上の高齢者層の主な要因は溺死･溺水、窒息である。90 歳代以上は転倒・転落が多い。 

 10～60 歳代では自殺の件数が最も多い。 

 

 

0～9 10～19 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～79 80～89 90～

他殺 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

自殺 0 4 8 10 9 14 13 11 8 3

その他不慮の事故 0 0 0 0 0 0 4 4 8 9

中毒 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0

煙・火 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0

窒息 1 0 0 0 0 1 5 11 16 18

溺死・溺水 1 0 0 0 1 1 8 27 42 17

転倒・転落 1 1 0 0 0 0 1 3 13 32

交通事故 0 0 0 0 1 1 3 6 6 2

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

交通事故 転倒・転落 溺死・溺水 窒息 煙・火 中毒 その他不慮の事故 自殺 他殺
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（１）外的要因（けがや事故）による搬送割合 

７割以上が急病等による救急搬送である。 

けがや事故による救急搬送割合は、R2 は若干増加しているものの、減少傾向にある。

 
 

（２）事故種別の搬送人数 

 一般負傷が最も多く、次いで交通事故が多い。 

 交通事故は減少傾向、一般負傷は増加傾向にある。 

 令和 2 年は、自損行為が急増した。 
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27.2%

26.0%
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（３）年齢層ごとの受傷原因（H28～R2 までの 5 年間） 

 7~17 歳と 18~64 歳では、「交通事故」の占める割合が約 50%と高くなっている。また、0~6 歳と

65 歳以上では、「転倒・転落」の占める割合が高く、特に 65 歳以上では、70%を占めている。 

 

 

（４）事故種別の年齢別内訳 

①交通 

交通事故による救急搬送数は、全体的に減少傾向であるが、高齢者のみ横ばいである。 
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②転倒 

転倒による救急搬送数は、高齢者が増加傾向にある。 

 

 

（５）年齢別の事故種別内訳 

① 乳幼児（０～６歳） 

R2 は減少しているものの、転倒による救急搬送が増加傾向にある。 
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転倒の場所は、60～70％前後が屋内である。 

屋内での転倒場所のうち、8 割が住居である。また、約 6 割が居室である。 

 

 

② 小学生 

救急搬送総数は減少傾向にある。特に、交通事故による救急搬送が減少している。 
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③ 中高生 

救急搬送総数は減少傾向にある。特に、交通事故による救急搬送が減少している。 

近年、自損行為により年間数件救急搬送されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 成人（18～64 歳） 

救急搬送総数は減少傾向にある。特に、交通事故による救急搬送が減少している。 

Ｒ２は、自損行為が急増した。 
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⑤ 高齢者（65 歳以上） 

救急搬送総数は増加傾向にある。特に、転倒による救急搬送が増加している。また、交通事故によ

る救急搬送は横ばいである。 

 

転倒の場所は、60～70％が屋内である。 
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（１）交通事故発生件数（久留米市） 

 
 

（２）人口 10 万人あたりの交通事故発生件数 

 
 

（３）高齢者人口 10 万人あたりの高齢者関連交通事故発生件数 
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（４）全交通事故に占める高齢者関連事故の割合 

 全交通事故は減少しているが、高齢者関連事故の割合は増加している。 

 
（５）高齢者の人口と交通事故の割合 

 

（６）人口 10 万人あたりの自転車関連交通事故発生件数 
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（７）10 代の自転車関連事故発生件数及び全自転車事故に対する割合。 

 

（８）飲酒運転交通事故発生件数 
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（１）一般刑法犯認知件数  

 
 

（２）人口 10 万人あたりの一般刑法犯認知件数 

 

 

（３）犯罪種別認知件数 

 全体的に減少傾向にあるが、粗暴犯及び知能犯は減少傾向とは言えない。 

 

4,590 
3,911 3,774 

3,393 3,120 

2,298 2,297 
1,881 1,998 

1,321 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

1,514 

1,281 
1,234 

1,108 
1,018 

749 750 

615 655 

433 

1,455 

1,428 
1,319 

1,242 

1,073 

913 
822 

716 673 

539 

1,159 
1,084 

1,032 
952 

866 
785 

722 
646 

593 488 
400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

久留米市 福岡県 全国

187

166

139

140

131

127

121

117

178

157

3,578

2,970

3,006

2,708

2,366

1,667

1,694

1,363

1,435

870

73

74

56

46

69

56

60

54

47

50

39

49

40

40

47

43

28

40

25

16

685

639

524

447

494

383

383

296

301

221

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500 4,000 4,500 5,000

H23

H24

H25

H26

H27

H28

H29

H30

R1

R2

凶悪犯 粗暴犯 窃盗 知能 風俗 その他

凶悪犯…殺人、強盗、放火、強制性交等（強姦）等 
粗暴犯…暴行、傷害、脅迫、恐喝等 
知能犯…詐欺、横領等 
風俗犯…賭博、わいせつ 
その他…公務執行妨害、住居侵入、逮捕監禁、器物損壊等 

一般刑法犯：刑法犯から、交通事故によって人を死傷させて過失犯を除いたもの 
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（４）街頭犯罪認知件数 

自転車盗が一番多い。 

 
 

（５）人口 10 万人あたりの街頭犯罪発生状況 

 

 

（６）人口 10 万人あたりの性犯罪の認知件数 
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（７）校区別犯罪認知件数の状況 

 

差引 増減率%
西国分 248 199 199 155 131 106 98 80 84 53 ▲ 195 ▲ 79
荘島 65 68 57 56 48 32 34 25 32 15 ▲ 50 ▲ 77
日吉 323 285 254 252 257 240 245 211 218 108 ▲ 215 ▲ 67
篠山 98 131 125 89 103 75 63 72 62 35 ▲ 63 ▲ 64
京町 67 61 56 74 54 49 35 35 30 19 ▲ 48 ▲ 72
南薫 262 213 248 175 225 139 124 117 140 65 ▲ 197 ▲ 75
鳥飼 145 142 126 122 108 96 110 79 59 46 ▲ 99 ▲ 68

⾧門石 87 71 68 58 43 42 28 21 29 11 ▲ 76 ▲ 87
小森野 54 45 67 39 28 40 32 20 22 16 ▲ 38 ▲ 70
金丸 324 246 252 185 191 131 120 88 145 74 ▲ 250 ▲ 77

東国分 185 113 94 128 104 106 70 71 85 47 ▲ 138 ▲ 75
南 212 205 174 137 102 104 82 57 86 48 ▲ 164 ▲ 77

御井 240 225 222 248 157 145 138 123 108 69 ▲ 171 ▲ 71
山川 78 59 56 49 49 35 23 29 37 25 ▲ 53 ▲ 68
合川 506 443 439 444 316 242 270 202 246 126 ▲ 380 ▲ 75
上津 312 225 257 215 196 146 174 138 102 102 ▲ 210 ▲ 67

高良内 83 66 52 55 26 30 32 19 14 19 ▲ 64 ▲ 77
宮ノ陣 100 115 103 113 77 44 58 30 30 28 ▲ 72 ▲ 72
山本 25 16 32 24 49 10 15 7 6 10 ▲ 15 ▲ 60
草野 13 16 24 21 16 6 8 9 4 2 ▲ 11 ▲ 85
荒木 193 130 122 76 108 59 62 55 64 40 ▲ 153 ▲ 79

大善寺 190 121 63 60 43 27 53 45 39 25 ▲ 165 ▲ 87
安武 64 46 34 27 31 26 32 13 16 22 ▲ 42 ▲ 66

善導寺 82 63 79 67 105 30 20 31 24 28 ▲ 54 ▲ 66
大橋 15 4 9 10 12 6 3 4 6 6 ▲ 9 ▲ 60
青峰 38 19 22 19 10 9 11 7 4 8 ▲ 30 ▲ 79
津福 184 179 134 104 91 70 75 46 77 54 ▲ 130 ▲ 71

田主丸 44 62 58 63 38 35 47 19 15 16 ▲ 28 ▲ 64
水分 14 12 21 10 13 6 6 9 2 9 ▲ 5 ▲ 36
川会 13 19 12 14 7 9 2 8 1 11 ▲ 2 ▲ 15
柴刈 8 5 15 13 9 9 4 4 3 9 1 13
船越 13 12 13 7 8 2 5 6 11 10 ▲ 3 ▲ 23
竹野 10 17 10 14 2 7 8 7 1 2 ▲ 8 ▲ 80
水縄 9 11 16 9 9 9 11 10 3 7 ▲ 2 ▲ 22
北野 41 45 35 21 27 24 18 19 26 20 ▲ 21 ▲ 51
弓削 24 21 16 15 21 13 6 4 3 12 ▲ 12 ▲ 50
大城 16 26 12 18 13 11 8 9 10 9 ▲ 7 ▲ 44
金島 13 16 7 5 9 6 4 2 3 5 ▲ 8 ▲ 62
城島 44 25 26 45 61 23 36 24 23 22 ▲ 22 ▲ 50
下田 7 2 2 8 18 1 3 1 1 2 ▲ 5 ▲ 71
青木 15 14 25 23 20 11 9 24 11 8 ▲ 7 ▲ 47
浮島 1 2 6 6 3 1 2 3 1 0 0
江上 22 21 23 27 34 9 17 16 14 8 ▲ 14 ▲ 64
犬塚 38 44 41 40 93 42 56 39 40 34 ▲ 4 ▲ 11
三潴 53 38 44 29 33 16 28 22 30 19 ▲ 34 ▲ 64

西牟田 12 10 23 20 19 15 4 17 20 13 1 8
計 4,590 3,908 3,773 3,389 3,117 2,294 2,289 1,874 1,989 1,318 ▲ 3,272 ▲ 71

R2
H23-R2年対比

H24 H26 H27 H28 H29 H30 R1校区名 H25H23
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（１）児童相談件数の推移 

児童相談、児童虐待対応件数ともに増加傾向にある。 

 

 

（２）虐待の種類別割合 

近年、身体的虐待、心理的虐待の割合は増加傾向、ネグレクトの割合は減少傾向にある。      
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（３）虐待者別割合 

虐待者の約 6 割が実母によるものである。 

 

 

（４）虐待の種類別・年齢別対応件数（R２） 
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（１）小学校におけるけがの発生件数と発生率（けがの発生件数／児童数） 

 

（２）小学校における学年別のけがの発生件数と発生率（H29～R2 累計） 
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（３）小学校におけるけが発生時の状況（H29～R2 累計） 

 

（４）小学校の休憩時間中のけがの発生場所（H29～R2 累計） 

     校舎内                  校舎外 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）小学校における月別のけが発生件数（H29～R2 累計） 
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（１）高齢者虐待に関する相談件数と認定件数 

近年、虐待認定件数は減少傾向にある。 

 

 

（２）経路別の相談・通報件数の割合 

相談・通報の約 5 割が、ケアマネージャーや民生委員など地域の関係者からの通報によるものであ

る。 
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（３）被虐待者の認知症の割合 

被虐待者の約 6 割に認知症の症状がある。 

 

 

（４）虐待者の割合 

虐待事例の多くが同居親族によるものである。 

 

 

 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｈ23

Ｈ24

Ｈ25

Ｈ26

Ｈ27

Ｈ28

Ｈ29

Ｈ30

R1

R2

有 無 不明

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｈ23

Ｈ24

Ｈ25

Ｈ26

Ｈ27

Ｈ28

Ｈ29

Ｈ30

R1

R2

配偶者 息子（同居） 娘（同居） 息子（別居） 娘（別居）

子の配偶者 孫 兄弟姉妹 親類 その他



278 

 

（１）DV の相談件数（男女平等推進センター、家庭子ども相談課集計） 

DV 相談は増加傾向にある。 

 
 
（２）他の機関から相談に繋がった件数（男女平等推進センター、家庭子ども相談課集計） 
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（３）DV を受けた経験がある人の割合（久留米市男女平等に関する市民意識調査） 

DV を受けた経験がある人の割合は減少傾向にあるが、現在もなお、約 4 人に 1 人の女性がパートナ

ーから暴力を受けた経験を持っている。 

 

また、Ｒ１年の調査では、ＤＶを受けた経験のある人のうち、58.3％の人が相談できていない。 

 

（４）「男は仕事、女は家庭」という考え方に関する割合（久留米市男女平等に関する市民意識調査）  

「同感する」と「ある程度同感する」を合わせた“同感する”の割合が減少している。 
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（１）久留米市の自殺者数 

自殺者数は減少傾向にあったが、R2 は増加に転じた。 

 

 

（２）人口１０万人当たりの自殺死亡率 

 

 
 

  

57 

45 
40 41 40 

34 
31 

36 
30 

47 

20 
24 

17 
11 

18 18 
11 

14 
19 18 

77 

69 

57 
52 

58 
52 

42 

50 49 

65 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

男性 女性 総数

25.2 

22.6 

18.7 

17.0 

19.0 

17.0 

13.7 

16.4 16.2 

21.4 
24.3 

22.3 
21.2 

19.7 

17.9 
16.4 

16.3 
16.0 

14.8 

16.2 

22.7 

20.8 
20.5 

19.2 
18.2 

16.5 16.1 
15.7 

15.4 

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

20.0

22.0

24.0

26.0

28.0

30.0

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

久留米市 福岡県 全国



281 

 

（１）久留米市における１時間あたりの降水量の最大値（気象庁ホームページ） 
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